
はじめに 
 
近年、人々の価値観が多様化し、うるおいややすらぎを求めるようになるに

従い、河川は、単に治水や利水の対象としてのみならず、都市の中の貴重な水

辺空間として、見直されるようになってきました。 
 
このような背景から、より一層地域との連携が求められるようになるなど、

河川についても、環境問題に伴う新たな課題に直面し、これに対する更なる展

開が求められるようになりました。 
 
そこで、東京都および石神井川流域の石神井川に関心を持つ方、すでに活躍

している団体者等、と３区２市の自治体関係者及び東京都からなる「石神井川

流域連絡会」が平成１３年７月に発足しました。 
 
平成１３年７月１２日に第一回連絡会を開催し、平成１５年７月３０日の第

八回連絡会をもって、２年間の任期を終えました。 
 

全８回の連絡会の中では「石神井川河川整備計画」を作成するにあたり、様々

な意見が出されるなど多方面から検討していただきました。 
これらの成果を「第Ⅰ期のまとめ」という形で本報告書を作成しました。 

 
今後、新たに選出される委員を中心に、今までの提案を石神井川に一つでも

多く実現させ、本流域連絡会を継続的により稔りのあるものにして行きたいと

考えています。 
 
この２年間、本流域連絡会に携わっていただきました都民委員や行政委員の

方々に、改めて、感謝を申し上げます。 
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